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はじめに

生物多様性（Biodiveristy）という言葉は、今

ではよく知られるようになりました。いや、

ある意味では流行語になってもいます。しか

しこの用語が、ある程度使われるようになっ

たのは、それほど古い話ではありません。ご

承知のとおりこれは、生物学的多様性（Bio-

logical Diversity）の略語ですが、種多様性（指

数）などの用語はそれ以前からあったものの、

この言葉自体がでてきたのは 1970代後半、あ

る程度広く知られるようになったのは 80年代

後半のことです（たとえば、ウイルソン 1986

; ウイルソン・フランシス 1988）。そして、

92年にブラジルのリオ＝デ＝ジャネイロでひ

らかれた「環境と開発に関する国連会議

（UNCED）」いわゆる「地球サミット」で、『生

物学的多様性条約』が『気候変動枠組み条約』

と同時に締結され、あわせてその具体的目標

として『アジェンダ 21』がつくられて有名にな

ったものです。ついでに申せば、この『生物学

的多様性条約』は、多くの国が調印・批准し、

日本もその翌年に批准しましたが、アメリカ

合州国は遅れて調印はしたものの、まだ批准

していないはずです。

ところで日本語の「生物学的多様性」あるい

は「生物多様性」も、訳語として 1990年ごろ

から使われ始めてきました。私自身もあるい

は、それを広めたひとりかもしれません。し

かし、93年だったかと思いますが慶応大学の

岸由二さんに、「＜生物多様性＞などという硬

い言葉は使わず、＜生命
い の ち

の賑わい＞あるい

は＜生きものの賑わい＞というべきだ」といわ

れたことがあります。私も「しまった」と思い、

彼の意見に賛成したのですが、ときすでに遅

く、「生物多様性」が広まってしまって、もは

やどうにもなりません。

リオ＝デ＝ジャネイロでの
生物学的多様性に関する議論

ところで、リオ＝デ＝ジャネイロにおける

会議の折、当時は千葉大学にいた大沢雅彦さ

んと 2人で、日本生態学会と国際生態学連合

の代表として、「遊び」にいきました。日本生

態学会の声明を伝達するのも、その目的のひ

とつでした。

「国連会議」そのものは名のとおり政府間会

議で、厳重な警備のなかで進められていまし
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た。それと並行して、「グローバル＝フォーラ

ム」という名の集まり、一般市民や、その当

時初めて言葉としても大きくなったNGOの集

まりが、公園でありました。これに比べれば

あまり知られませんでしたが、もうひとつ、

ブラジルの研究者たちが国連教育科学文化機

構（UNESCO）と一緒になって、「リオ科学シ

ンポジウム 92」を 5日間開催しました。私ど

もは、「国連会議」は警備も面倒なので避け、

「グローバル＝フォーラム」をうろうろし、こ

の「シンポジウム」にはかなりの程度出席しま

した。大沢さんと一緒に書いた報告書（『日本

生態学会誌』1992所収）を見直しますと、シ

ンポジウムは

①　グローバリゼーションと社会－文化的

多様性

②　経済学と生態学

③　森林と土地利用変化

④　水力電力開発・ 2次資源開発・環境

⑤　気候変化と大気－海洋相互作用

⑥　生物学的多様性

⑦　住みやすい都市環境

⑧　エネルギーと環境

⑨　バイオテクノロジーと環境

⑩　環境と開発に関する教育・情報・コミ

ュニケーション

の 10の部会にわかれていました。

ところで「生物学的多様性」のセクションは、

アメリカ合州国が『生物学的多様性条約』に調

印しないと態度を表明したこともありまして、

喧々囂々たる非難のなかで、とにかく大入満

員の盛況でした。話題提供はブラウンさんか

ら始まり、生物学的多様性は遺伝子資源との

関係で、政治的には遺伝子や種の多様性の主

張だけが強いが、その多様性を生みだした過

程こそが重要であること、特に地形や微気候

など棲息場所の多様性の意義を強調しました。

ついでフエンテスさんが、生物的資源は一般

に、収穫しても再生可能すなわち再生利用可

能な特徴をもっているが、生物学的多様性は、

種内・種間・生態系のどのレベルにおいても、

化石燃料や鉱物資源と同じように、いったん

収奪されれば再生不可能であることに改めて

注意を促し、また、効率・成長と多様性とを

共存させるには、モザイク的な空間多様性を

高度化することが必要だ、との意見を述べま

した。

続いてラヴジョイさんは、まず、多様性の

生態系機能が重要であり、それは必ずしも優

占的なもののみによってになわれているので

はないことを、水銀の無毒化に対するバクテ

リア希少種の例などをあげながら論じました。

また、人間社会においても、生きものの群集

の場合と同様に、多様性がなければ、効率と

成長だけが高いものから持続的安定へ発展す

ることは不可能であることを強調しました。

さらに、進行中の気候変動の速度はきわめて

大きく、種の分布域の移動はそれに追いつけ

ないこと、土地利用の様式の変化すなわち分

断化がこれに拍車をかけていることを述べま

した。最後にラッセールさんが、特に海洋の

場合には、生態的・経済的検討をいっそう進

める必要があると提案しました。

そのあと論議にはいったわけですが、ラテ

ンアメリカの人は話をするのが大好きなよう

で、質問と称しながら自分の意見を長々と述

べる人が多く、座長もかなり閉口していまし

た。しかしそのなかで、生物学的多様性の喪

失は難病の特効薬が失われることそのものだ、

との医学者の指摘をめぐっていくつかの論議

がなされ、また、多様性を保全するための生

物圏保護区の必要性がさまざまに論じられま

した。後者については、メキシコやコスタ＝

リカでの具体的な設定の報告もあり、特に周

辺との間に連続的な移行帯がどうしても必要

なこと、小さいものではなく、比較的大きい
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